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１ 災害廃棄物の処理過程における発生量及び処理量の計算方法

環境省は、都道府県や市町村が災害廃棄物の発生量や、処理過程における種類

別の要処理量を推計できるよう、東日本大震災の時のデータ等を研究して「災害

廃棄物発生原単位」等の係数を作成・公表している。

本計画では、これらの係数を用いて、想定されている災害ごとの災害廃棄物の

発生量等を計算し、「災害廃棄物処理フロー」を作成している（その手順は、図

－１のとおり。本計画第２章第７節「想定される災害廃棄物処理」を参照。）。

なお、災害が発生した場合は、災害廃棄物処理実行計画を作成する過程で把握

することが可能となる建物倒壊棟数の実数や津波浸水面積などの情報を基に、あ

らためて災害廃棄物発生量等を推計することとなる（本計画第１章第８節「災害

廃棄物処理実行計画」を参照）。

図－１ 災害廃棄物処理フローの作成手順

以下、上記図に示した流れに沿って、各手順ごとに見ていくこととする。

比較

県内処理の可否の検討

被害想定の設定
（宮崎県地域防災計画）

津波堆積物発生量

　× 原単位

仮置場の必要面積

災害廃棄物発生量（組成別）

　× 選別率

災害廃棄物発生量（選別後：組成別）

　× 要処理率

県内施設の年間処理余力 処理の種類毎の要処理量
（焼却、埋立、再生利用）

津波浸水面積 建物倒壊棟数

　× 原単位

災害廃棄物発生量（合計量）

　× 組成割合
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① 災害廃棄物発生量（原単位）

災害廃棄物の発生量は、被害区分毎の建物棟数に原単位を乗じて計算する。

災害廃棄物発生量の原単位は表－２のとおり環境省の災害廃棄物対策指針に

定められており、建物の被害状況から災害廃棄物の総量を推計することが可能

となっている。

例えば、全壊20棟、半壊20棟の被害の場合では、

(117ｔ×20棟)+(23ｔ×20棟)＝2800ｔ と計算する。

表－１ 災害廃棄物発生量の原単位

被害区分 定 義 発生原単位

全 壊 住家全部が倒壊、流失、埋没、焼失したもの、又 117トン/棟

は住家の損壊が甚だしく、補修により再使用する

ことが困難なもの

半 壊 住家の損壊が甚だしいが、補修すれば元通りに再 23トン/棟

使用できる程度のもの

床上浸水 津波浸水深が0.5m以上1.5m未満の被害 4.60トン/世帯

床下浸水 津波浸水深が0.5m未満の被害 0.62トン/世帯

出典：環境省 「災害廃棄物対策指針」

② 津波堆積物発生量

津波堆積物発生量は、津波浸水面積に原単位を乗じて計算する。

原単位は、環境省の災害廃棄物対策指針に１㎡当たり0.024トンと定められ

ている。

津波浸水面積が１haの場合は、

10,000㎡×0.024ｔ＝240ｔ と計算する。
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③ 仮置場の必要面積

仮置場の必要面積は、以下の式により計算する。

仮置場必要面積

＝保管対象物発生量（㎥）÷積み上げ高さ（5ｍ）

÷保管面積割合（60％）×１／２

災害廃棄物又は津波堆積物１トン当たりの体積を１㎥と換算し、搬入路等の

面積を考慮し、保管面積が敷地面積の60％となるよう仮置場の必要面積を計算

している。

上記①と②の例：災害廃棄物発生量2800トン、津波堆積物発生量240トンで

は、

2800ｔ＋240ｔ＝3040ｔ≒3040㎥

3040㎥÷5ｍ÷60％×1/2＝506.67㎡ と計算する。
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④ 組成別の災害廃棄物発生量

災害廃棄物は、様々な種類の災害廃棄物が混合して発生する。

この廃棄物の種類ごと（組成別）の災害廃棄物発生量は、前記②で求めた災

害廃棄物発生量（全体量）に、環境省が示している組成率を乗じて推計する。

上記①の例：災害廃棄物発生量2800トンでは、

「可燃系混合物」は 2800ｔ×18％＝ 504ｔ、

「コンクリートがら」は 2800ｔ×52％＝1456ｔ と計算する。

表－２ 災害廃棄物の組成率

種 類 可燃系 不燃系 コンクリー 金属 柱材・

混合物 混合物 トがら くず 角材

組成率 18％ 18％ 52％ 6.6％ 5.4％

出典：環境省 「災害廃棄物対策指針」
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⑤ 選別後の災害廃棄物発生量

選別後の災害廃棄物発生量は、「選別率」を乗じて推計する。

「選別率」とは、発生した災害廃棄物を仮置場で選別した後の組成割合を環

境省が示したもので、表－３のとおりである。

上記④の例：「可燃系混合物」 504トンを選別した場合では、

「可燃物」は 504ｔ×69.1％＝348ｔ、

「不燃物」は 504ｔ×14.1％＝ 71ｔ と、

同様に「コンクリートがら」1456ｔを選別した場合では、

「不燃物」は 1456ｔ× 4.0％＝58ｔ、

「ｺﾝｸﾘｰﾄがら」は 1456ｔ×95.5％＝1390ｔと計算する。

表－３ 選別率

出典：環境省 技術・システムＷＧ 検討項目１．発災後の進捗に応じた要処理量を把握するための一連の手法

可燃物 不燃物 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 金属くず 柱角材 津波堆積土
（土砂）

可燃系混合物 69.1% 14.1% 4.6% 0.7% 8.4% 3.1%

不燃系混合物 0.7% 83.1% 8.8% 2.5% 0.2% 4.7%

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 4.0% 95.5% 0.0% 0.0% 0.5%

金属くず 0.0% 7.8% 0.0% 92.0% 0.0% 0.2%

柱材・角材 69.1% 14.1% 4.6% 0.7% 8.4% 3.1%

津波堆積物
（土砂）

0.0% 7.6% 4.1% 0.0% 0.0% 88.3%
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⑥ 焼却、最終処分、再生利用毎の処理量

仮置場で選別された災害廃棄物は、その種類ごとに、焼却、最終処分又は再

生利用の処理がなされる。

焼却、最終処分、再生利用毎の処理量は、災害廃棄物の種類ごとに環境省が

示している「要処理割合」を用いて推計する。

「要処理割合」は、廃棄物の種類毎に、焼却・埋立処分又は再生利用される

割合であり、表－４のとおりである。

表－４ 要処理割合

要処理割合 再生利用度合 再生利用割合

（高） （低：安全）

災害廃棄物 要焼却割合 0.16 0.2

要最終処分割合 0.1 0.2

津波堆積物 要最終処分割合 0.01 0.05

なお、再生利用割合を低く設定した場合の廃棄物の種類毎の処理率の考え方は

次のとおりである。

・可燃物及び柱角材

焼却量 ＝発生量の20％

最終処分量＝要焼却量の20％

再生利用量＝発生量－焼却量

（例）可燃物100トンを処理する場合

焼却量：20トン、最終処分量：4トン、再生利用量：80トン

・不燃物

最終処分量＝発生量の20％

再生利用量＝発生量－最終処分量

・津波堆積物

最終処分量＝発生量の5％

再生利用量＝発生量－最終処分量

・コンクリートがら及び金属

全量を再生利用
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⑦ 焼却及び破砕施設の年間処理能力と最終処分場の残余容量

本計画第２章第７節の推計に用いた一般廃棄物焼却処理施設の年間処理

能力、一般廃棄物最終処分場の残余容量及び産業廃棄物破砕処理施設の年

間処理能力は、本計画第１章第４節「廃棄物処理施設の状況」に記載して

いる。

これらの残余容量及び処理能力と、⑥で計算した処理量を比較することによ

って、県内廃棄物処理施設における処理が可能かを判断することになる。
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２ 想定される災害毎の災害廃棄物処理フロー

(1) 南海トラフ巨大地震

(2) 日向灘南部地震

(3) 日向灘北部地震

(4) えびの－小林地震
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(1) 南海トラフ巨大地震

南海トラフ巨大地震（ケース①）
県全体

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 11,700千ﾄﾝ 可燃物 2,106千ﾄﾝ
可燃物 18.0% 2,106千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 1,455千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 2,106千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 297千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 6,084千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 97千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 772千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 15千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 632千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 177千ﾄﾝ

津波堆積土 3.1% 65千ﾄﾝ
津波堆積物 - 3,300千ﾄﾝ

不燃物 2,106千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 15千ﾄﾝ

合計 - 15,000千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 1,750千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 185千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 53千ﾄﾝ
可燃物 1,907千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 4千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 381千ﾄﾝ 津波堆積土 4.7% 99千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 76千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 1,525千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 6,084千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 243千ﾄﾝ

不燃物 2,691千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 5,810千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 538千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 2,152千ﾄﾝ 津波堆積土 0.5% 30千ﾄﾝ

処理 金属くず 772千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 6,257千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 15,000千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 60千ﾄﾝ

428千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
780千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 6,257千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 710千ﾄﾝ

13,877千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
3,678千ﾄﾝ 津波堆積土 0.2% 2千ﾄﾝ
6,257千ﾄﾝ 金属くず 782千ﾄﾝ

782千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 632千ﾄﾝ
187千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 437千ﾄﾝ

2,973千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 782千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 89千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 29千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 4千ﾄﾝ

柱角材 234千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 53千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 47千ﾄﾝ 津波堆積土 3.1% 20千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 9千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 187千ﾄﾝ 津波堆積物 3,300千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 251千ﾄﾝ

津波堆積土 3,130千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 135千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 156千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 2,973千ﾄﾝ 津波堆積土 88.3% 2,914千ﾄﾝ

合計 - 15,000千ﾄﾝ 合計 - 15,000千ﾄﾝ

焼却量
埋立処分量
再生利用量

土砂系

金属くず

コンクリート

内　セメント原料

柱材、角材
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南海トラフ巨大地震（ケース①）
宮崎・東諸ブロックと西都・児湯ブロックの合計

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 5,640千ﾄﾝ 可燃物 1,015千ﾄﾝ
可燃物 18.0% 1,015千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 702千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 1,015千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 143千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 2,933千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 47千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 372千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 7千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 305千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 85千ﾄﾝ

津波堆積土 3.1% 31千ﾄﾝ
津波堆積物 - 1,450千ﾄﾝ

不燃物 1,015千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 7千ﾄﾝ

合計 - 7,090千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 844千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 89千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 25千ﾄﾝ
可燃物 919千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 2千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 184千ﾄﾝ 津波堆積土 4.7% 48千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 37千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 735千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 2,933千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 117千ﾄﾝ

不燃物 1,286千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 2,801千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 257千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 1,029千ﾄﾝ 津波堆積土 0.5% 15千ﾄﾝ

処理 金属くず 372千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 3,010千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 7,090千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 29千ﾄﾝ

206千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
368千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 3,010千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 342千ﾄﾝ

6,557千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
1,764千ﾄﾝ 津波堆積土 0.2% 1千ﾄﾝ
3,010千ﾄﾝ 金属くず 377千ﾄﾝ

377千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 305千ﾄﾝ
90千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 210千ﾄﾝ

1,315千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 377千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 43千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 14千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 2千ﾄﾝ

柱角材 113千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 26千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 23千ﾄﾝ 津波堆積土 3.1% 9千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 5千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 90千ﾄﾝ 津波堆積物 1,450千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 110千ﾄﾝ

津波堆積土 1,384千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 59千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 69千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 1,315千ﾄﾝ 津波堆積土 88.3% 1,280千ﾄﾝ

合計 - 7,090千ﾄﾝ 合計 - 7,090千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量
内　セメント原料

コンクリート
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南海トラフ巨大地震（ケース①）
日南・串間ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 610千ﾄﾝ 可燃物 110千ﾄﾝ
可燃物 18.0% 110千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 76千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 110千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 15千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 317千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 5千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 40千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 1千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 33千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 9千ﾄﾝ

津波堆積土 3.1% 3千ﾄﾝ
津波堆積物 - 520千ﾄﾝ

不燃物 110千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 1千ﾄﾝ

合計 - 1,130千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 91千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 10千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 3千ﾄﾝ
可燃物 99千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 20千ﾄﾝ 津波堆積土 4.7% 5千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 4千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 80千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 317千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 13千ﾄﾝ

不燃物 167千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 303千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 33千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 133千ﾄﾝ 津波堆積土 0.5% 2千ﾄﾝ

処理 金属くず 40千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 340千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 1,130千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 3千ﾄﾝ

22千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
61千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 340千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 37千ﾄﾝ

1,051千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
213千ﾄﾝ 津波堆積土 0.2% 0千ﾄﾝ
340千ﾄﾝ 金属くず 41千ﾄﾝ
41千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 33千ﾄﾝ
10千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 23千ﾄﾝ

447千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 41千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 5千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 2千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 12千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 3千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 2千ﾄﾝ 津波堆積土 3.1% 1千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 10千ﾄﾝ 津波堆積物 520千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 40千ﾄﾝ

津波堆積土 470千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 21千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 24千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 447千ﾄﾝ 津波堆積土 88.3% 459千ﾄﾝ

合計 - 1,130千ﾄﾝ 合計 - 1,130千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量
内　セメント原料

コンクリート
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南海トラフ巨大地震（ケース①）
都城・北諸ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 410千ﾄﾝ 可燃物 74千ﾄﾝ
可燃物 18.0% 74千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 51千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 74千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 10千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 213千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 3千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 27千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 1千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 22千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 6千ﾄﾝ

津波堆積土 3.1% 2千ﾄﾝ
津波堆積物 - 0千ﾄﾝ

不燃物 74千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 1千ﾄﾝ

合計 - 410千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 61千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 6千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 2千ﾄﾝ
可燃物 67千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 13千ﾄﾝ 津波堆積土 4.7% 3千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 3千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 53千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 213千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 9千ﾄﾝ

不燃物 85千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 204千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 17千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 68千ﾄﾝ 津波堆積土 0.5% 1千ﾄﾝ

処理 金属くず 27千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 215千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 410千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 2千ﾄﾝ

15千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
20千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 215千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 25千ﾄﾝ
378千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
122千ﾄﾝ 津波堆積土 0.2% 0千ﾄﾝ
215千ﾄﾝ 金属くず 27千ﾄﾝ
27千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 22千ﾄﾝ
7千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 15千ﾄﾝ
7千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 27千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 3千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 1千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 8千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 2千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 2千ﾄﾝ 津波堆積土 3.1% 1千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 7千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

津波堆積土 8千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 7千ﾄﾝ 津波堆積土 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 410千ﾄﾝ 合計 - 410千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量
内　セメント原料

コンクリート
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南海トラフ巨大地震（ケース①）
西諸ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 210千ﾄﾝ 可燃物 38千ﾄﾝ
可燃物 18.0% 38千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 26千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 38千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 5千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 109千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 2千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 14千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 11千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 3千ﾄﾝ

津波堆積土 3.1% 1千ﾄﾝ
津波堆積物 - 0千ﾄﾝ

不燃物 38千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 0千ﾄﾝ

合計 - 210千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 31千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 3千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 1千ﾄﾝ
可燃物 34千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 7千ﾄﾝ 津波堆積土 4.7% 2千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 1千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 27千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 109千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 4千ﾄﾝ

不燃物 44千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 104千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 9千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 35千ﾄﾝ 津波堆積土 0.5% 1千ﾄﾝ

処理 金属くず 14千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 110千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 210千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 1千ﾄﾝ

8千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
10千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 110千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 13千ﾄﾝ

193千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
62千ﾄﾝ 津波堆積土 0.2% 0千ﾄﾝ

110千ﾄﾝ 金属くず 14千ﾄﾝ
14千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 11千ﾄﾝ
3千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 8千ﾄﾝ
4千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 14千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 2千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 1千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 4千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 1千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 1千ﾄﾝ 津波堆積土 3.1% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 3千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

津波堆積土 4千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 4千ﾄﾝ 津波堆積土 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 210千ﾄﾝ 合計 - 210千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量
内　セメント原料

コンクリート
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南海トラフ巨大地震（ケース①）
日向・入郷ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 2,420千ﾄﾝ 可燃物 436千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 436千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 301千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 436千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 61千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 1,258千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 20千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 160千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 3千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 131千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 37千ﾄﾝ

津波堆積土 3.1% 14千ﾄﾝ
津波堆積物 - 620千ﾄﾝ

不燃物 436千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 3千ﾄﾝ

合計 - 3,040千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 362千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 38千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 11千ﾄﾝ
可燃物 394千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 1千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 79千ﾄﾝ 津波堆積土 4.7% 20千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 16千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 315千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 1,258千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 50千ﾄﾝ

不燃物 552千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 1,202千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 110千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 441千ﾄﾝ 津波堆積土 0.5% 6千ﾄﾝ

処理 金属くず 160千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 1,292千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 3,040千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 12千ﾄﾝ

89千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
158千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 1,292千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 147千ﾄﾝ

2,811千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
757千ﾄﾝ 津波堆積土 0.2% 0千ﾄﾝ

1,292千ﾄﾝ 金属くず 162千ﾄﾝ
162千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 131千ﾄﾝ
39千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 90千ﾄﾝ

562千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 162千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 18千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 6千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 1千ﾄﾝ

柱角材 48千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 11千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 10千ﾄﾝ 津波堆積土 3.1% 4千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 2千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 39千ﾄﾝ 津波堆積物 620千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 47千ﾄﾝ

津波堆積土 592千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 25千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 30千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 562千ﾄﾝ 津波堆積土 88.3% 547千ﾄﾝ

合計 - 3,040千ﾄﾝ 合計 - 3,040千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量
内　セメント原料

コンクリート



- 84 -

南海トラフ巨大地震（ケース①）
延岡・西臼杵ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 2,420千ﾄﾝ 可燃物 436千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 436千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 301千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 436千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 61千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 1,258千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 20千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 160千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 3千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 131千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 37千ﾄﾝ

津波堆積土 3.1% 14千ﾄﾝ
津波堆積物 - 710千ﾄﾝ

不燃物 436千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 3千ﾄﾝ

合計 - 3,130千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 362千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 38千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 11千ﾄﾝ
可燃物 394千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 1千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 79千ﾄﾝ 津波堆積土 4.7% 20千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 16千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 315千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 1,258千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 50千ﾄﾝ

不燃物 559千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 1,202千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 112千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 447千ﾄﾝ 津波堆積土 0.5% 6千ﾄﾝ

処理 金属くず 160千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 1,295千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 3,130千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 12千ﾄﾝ

89千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
163千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 1,295千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 147千ﾄﾝ

2,896千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
762千ﾄﾝ 津波堆積土 0.2% 0千ﾄﾝ

1,295千ﾄﾝ 金属くず 162千ﾄﾝ
162千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 131千ﾄﾝ
39千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 90千ﾄﾝ

638千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 162千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 18千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 6千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 1千ﾄﾝ

柱角材 48千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 11千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 10千ﾄﾝ 津波堆積土 3.1% 4千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 2千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 39千ﾄﾝ 津波堆積物 710千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 54千ﾄﾝ

津波堆積土 672千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 29千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 34千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 638千ﾄﾝ 津波堆積土 88.3% 627千ﾄﾝ

合計 - 3,130千ﾄﾝ 合計 - 3,130千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量
内　セメント原料

コンクリート
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(2) 日向灘南部地震（津波による倒壊建物から発生する災害廃棄物を含む）

日向灘南部地震（津波倒壊含む）
県全体

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 5,209千ﾄﾝ 可燃物 938千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 938千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 648千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 938千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 132千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 2,709千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 43千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 344千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 7千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 281千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 79千ﾄﾝ

土砂 3.1% 29千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 938千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 7千ﾄﾝ

合計 - 5,209千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 779千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 83千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 23千ﾄﾝ
可燃物 849千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 2千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 170千ﾄﾝ 土砂 4.7% 44千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 34千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 679千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 2,709千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 108千ﾄﾝ

不燃物 1,086千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 2,587千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 217千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 869千ﾄﾝ 土砂 0.5% 14千ﾄﾝ

処理 金属くず 344千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 2,725千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 5,209千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 27千ﾄﾝ

191千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
260千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 2,725千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 316千ﾄﾝ

4,796千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
1,548千ﾄﾝ 土砂 0.2% 1千ﾄﾝ
2,725千ﾄﾝ 金属くず 348千ﾄﾝ

348千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 281千ﾄﾝ
83千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 194千ﾄﾝ
91千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 348千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 40千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 13千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 2千ﾄﾝ

柱角材 104千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 24千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 21千ﾄﾝ 土砂 3.1% 9千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 4千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 83千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 96千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 5千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 91千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 5,209千ﾄﾝ 合計 - 5,209千ﾄﾝ

焼却量
埋立処分量
再生利用量

土砂系

金属くず

コンクリート

内　セメント原料

柱材、角材
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日向灘南部地震（津波倒壊含む）
宮崎・東諸ブロックと西都・児湯ブロックの合計

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 2,959千ﾄﾝ 可燃物 533千ﾄﾝ
可燃物 18.0% 533千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 368千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 533千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 75千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 1,539千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 25千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 195千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 4千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 160千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 45千ﾄﾝ

土砂 3.1% 17千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 533千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 4千ﾄﾝ

合計 - 2,959千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 443千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 47千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 13千ﾄﾝ
可燃物 482千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 1千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 96千ﾄﾝ 土砂 4.7% 25千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 19千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 386千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 1,539千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 62千ﾄﾝ

不燃物 617千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 1,469千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 123千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 494千ﾄﾝ 土砂 0.5% 8千ﾄﾝ

処理 金属くず 195千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 1,548千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 2,959千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 15千ﾄﾝ

108千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
148千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 1,548千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 180千ﾄﾝ

2,725千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
879千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ

1,548千ﾄﾝ 金属くず 198千ﾄﾝ
198千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 160千ﾄﾝ
47千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 110千ﾄﾝ
52千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 198千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 23千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 7千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 1千ﾄﾝ

柱角材 59千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 13千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 12千ﾄﾝ 土砂 3.1% 5千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 2千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 47千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 55千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 3千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 52千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 2,959千ﾄﾝ 合計 - 2,959千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量
内　セメント原料

コンクリート
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日向灘南部地震（津波倒壊含む）
日南・串間ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 1,215千ﾄﾝ 可燃物 219千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 219千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 151千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 219千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 31千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 632千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 10千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 80千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 2千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 66千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 18千ﾄﾝ

土砂 3.1% 7千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 219千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 2千ﾄﾝ

合計 - 1,215千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 182千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 19千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 5千ﾄﾝ
可燃物 198千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 40千ﾄﾝ 土砂 4.7% 10千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 8千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 158千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 632千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 25千ﾄﾝ

不燃物 253千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 603千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 51千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 203千ﾄﾝ 土砂 0.5% 3千ﾄﾝ

処理 金属くず 80千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 636千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 1,215千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 6千ﾄﾝ

44千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
61千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 636千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 74千ﾄﾝ

1,119千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
361千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
636千ﾄﾝ 金属くず 81千ﾄﾝ
81千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 66千ﾄﾝ
19千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 45千ﾄﾝ
21千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 81千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 9千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 3千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 24千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 6千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 5千ﾄﾝ 土砂 3.1% 2千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 1千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 19千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 22千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 1千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 21千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 1,215千ﾄﾝ 合計 - 1,215千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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日向灘南部地震（津波倒壊含む）
都城・北諸ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 76千ﾄﾝ 可燃物 14千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 14千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 9千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 14千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 2千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 40千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 1千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 5千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 4千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 1千ﾄﾝ

土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 14千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 0千ﾄﾝ

合計 - 76千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 11千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 1千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 0千ﾄﾝ
可燃物 12千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 2千ﾄﾝ 土砂 4.7% 1千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 10千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 40千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 2千ﾄﾝ

不燃物 16千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 38千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 3千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 13千ﾄﾝ 土砂 0.5% 0千ﾄﾝ

処理 金属くず 5千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 40千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 76千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 0千ﾄﾝ

3千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
4千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 40千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 5千ﾄﾝ

70千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
23千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
40千ﾄﾝ 金属くず 5千ﾄﾝ
5千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 4千ﾄﾝ
1千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 3千ﾄﾝ
1千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 5千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 1千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 0千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 2千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 0千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 0千ﾄﾝ 土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 1千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 1千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 1千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 76千ﾄﾝ 合計 - 76千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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日向灘南部地震（津波倒壊含む）
西諸ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 3千ﾄﾝ 可燃物 1千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 1千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 0千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 1千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 0千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 2千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 0千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 0千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 0千ﾄﾝ

土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 1千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 0千ﾄﾝ

合計 - 3千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 0千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 0千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 0千ﾄﾝ
可燃物 0千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 0千ﾄﾝ 土砂 4.7% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 2千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 0千ﾄﾝ

不燃物 1千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 1千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 1千ﾄﾝ 土砂 0.5% 0千ﾄﾝ

処理 金属くず 0千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 2千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 3千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 0千ﾄﾝ

0千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 2千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 0千ﾄﾝ
3千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
1千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
2千ﾄﾝ 金属くず 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 0千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 0千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 0千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 0千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 0千ﾄﾝ 土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 0千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 0千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 3千ﾄﾝ 合計 - 3千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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日向灘南部地震（津波倒壊含む）
日向・入郷ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 493千ﾄﾝ 可燃物 89千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 89千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 61千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 89千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 13千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 256千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 4千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 33千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 1千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 27千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 7千ﾄﾝ

土砂 3.1% 3千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 89千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 1千ﾄﾝ

合計 - 493千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 74千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 8千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 2千ﾄﾝ
可燃物 80千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 16千ﾄﾝ 土砂 4.7% 4千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 3千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 64千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 256千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 10千ﾄﾝ

不燃物 103千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 245千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 21千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 82千ﾄﾝ 土砂 0.5% 1千ﾄﾝ

処理 金属くず 33千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 258千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 493千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 3千ﾄﾝ

18千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
25千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 258千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 30千ﾄﾝ

454千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
147千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
258千ﾄﾝ 金属くず 33千ﾄﾝ
33千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 27千ﾄﾝ
8千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 18千ﾄﾝ
9千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 33千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 4千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 1千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 10千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 2千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 2千ﾄﾝ 土砂 3.1% 1千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 8千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 9千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 9千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 493千ﾄﾝ 合計 - 493千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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日向灘南部地震（津波倒壊含む）
延岡・西臼杵ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 464千ﾄﾝ 可燃物 84千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 84千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 58千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 84千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 12千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 241千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 4千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 31千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 1千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 25千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 7千ﾄﾝ

土砂 3.1% 3千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 84千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 1千ﾄﾝ

合計 - 464千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 69千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 7千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 2千ﾄﾝ
可燃物 76千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 15千ﾄﾝ 土砂 4.7% 4千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 3千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 60千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 241千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 10千ﾄﾝ

不燃物 97千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 230千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 19千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 77千ﾄﾝ 土砂 0.5% 1千ﾄﾝ

処理 金属くず 31千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 243千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 464千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 2千ﾄﾝ

17千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
23千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 243千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 28千ﾄﾝ

427千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
138千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
243千ﾄﾝ 金属くず 31千ﾄﾝ
31千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 25千ﾄﾝ
7千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 17千ﾄﾝ
8千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 31千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 4千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 1千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 9千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 2千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 2千ﾄﾝ 土砂 3.1% 1千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 7千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 9千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 8千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 464千ﾄﾝ 合計 - 464千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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(3) 日向灘北部地震（津波による倒壊建物から発生する災害廃棄物を含む）

日向灘北部地震（津波倒壊含む）
県全体

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 3,832千ﾄﾝ 可燃物 690千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 690千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 477千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 690千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 97千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 1,993千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 32千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 253千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 5千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 207千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 58千ﾄﾝ

土砂 3.1% 21千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 690千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 5千ﾄﾝ

合計 - 3,832千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 573千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 61千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 17千ﾄﾝ
可燃物 624千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 1千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 125千ﾄﾝ 土砂 4.7% 32千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 25千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 500千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 1,993千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 80千ﾄﾝ

不燃物 799千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 1,903千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 160千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 639千ﾄﾝ 土砂 0.5% 10千ﾄﾝ

処理 金属くず 253千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 2,005千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 3,832千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 20千ﾄﾝ

140千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
191千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 2,005千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 233千ﾄﾝ

3,528千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
1,139千ﾄﾝ 土砂 0.2% 1千ﾄﾝ
2,005千ﾄﾝ 金属くず 256千ﾄﾝ

256千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 207千ﾄﾝ
61千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 143千ﾄﾝ
67千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 256千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 29千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 10千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 1千ﾄﾝ

柱角材 77千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 17千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 15千ﾄﾝ 土砂 3.1% 6千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 3千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 61千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 71千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 4千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 67千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 3,832千ﾄﾝ 合計 - 3,832千ﾄﾝ

焼却量
埋立処分量
再生利用量

土砂系

金属くず

コンクリート

内　セメント原料

柱材、角材
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日向灘北部地震（津波倒壊含む）
宮崎・東諸ブロックと西都・児湯ブロックの合計

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 1,569千ﾄﾝ 可燃物 282千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 282千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 195千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 282千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 40千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 816千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 13千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 104千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 2千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 85千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 24千ﾄﾝ

土砂 3.1% 9千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 282千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 2千ﾄﾝ

合計 - 1,569千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 235千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 25千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 7千ﾄﾝ
可燃物 256千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 1千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 51千ﾄﾝ 土砂 4.7% 13千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 10千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 205千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 816千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 33千ﾄﾝ

不燃物 327千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 779千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 65千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 262千ﾄﾝ 土砂 0.5% 4千ﾄﾝ

処理 金属くず 104千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 821千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 1,569千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 8千ﾄﾝ

57千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
78千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 821千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 95千ﾄﾝ

1,445千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
466千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
821千ﾄﾝ 金属くず 105千ﾄﾝ
105千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 85千ﾄﾝ
25千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 59千ﾄﾝ
27千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 105千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 12千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 4千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 1千ﾄﾝ

柱角材 31千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 7千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 6千ﾄﾝ 土砂 3.1% 3千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 1千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 25千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 29千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 1千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 27千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 1,569千ﾄﾝ 合計 - 1,569千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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日向灘北部地震（津波倒壊含む）
日南・串間ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 315千ﾄﾝ 可燃物 57千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 57千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 39千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 57千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 8千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 164千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 3千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 21千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 17千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 5千ﾄﾝ

土砂 3.1% 2千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 57千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 0千ﾄﾝ

合計 - 315千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 47千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 5千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 1千ﾄﾝ
可燃物 51千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 10千ﾄﾝ 土砂 4.7% 3千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 2千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 41千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 164千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 7千ﾄﾝ

不燃物 66千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 156千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 13千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 53千ﾄﾝ 土砂 0.5% 1千ﾄﾝ

処理 金属くず 21千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 165千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 315千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 2千ﾄﾝ

12千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
16千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 165千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 19千ﾄﾝ

290千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
94千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
165千ﾄﾝ 金属くず 21千ﾄﾝ
21千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 17千ﾄﾝ
5千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 12千ﾄﾝ
6千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 21千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 2千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 1千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 6千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 1千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 1千ﾄﾝ 土砂 3.1% 1千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 5千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 6千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 6千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 315千ﾄﾝ 合計 - 315千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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日向灘北部地震（津波倒壊含む）
都城・北諸ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 0千ﾄﾝ 可燃物 0千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 0千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 0千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 0千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 0千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 0千ﾄﾝ

土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 0千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 0千ﾄﾝ

合計 - 0千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 0千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 0千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 0千ﾄﾝ
可燃物 0千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 0千ﾄﾝ 土砂 4.7% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 0千ﾄﾝ

不燃物 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 0千ﾄﾝ 土砂 0.5% 0千ﾄﾝ

処理 金属くず 0千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 0千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 0千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 0千ﾄﾝ

0千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 金属くず 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 0千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 0千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 0千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 0千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 0千ﾄﾝ 土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 0千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 0千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 0千ﾄﾝ 合計 - 0千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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日向灘北部地震（津波倒壊含む）
西諸ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 55千ﾄﾝ 可燃物 10千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 10千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 7千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 10千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 1千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 29千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 0千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 4千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 3千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 1千ﾄﾝ

土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 10千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 0千ﾄﾝ

合計 - 55千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 8千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 1千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 0千ﾄﾝ
可燃物 9千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 2千ﾄﾝ 土砂 4.7% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 7千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 29千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 1千ﾄﾝ

不燃物 11千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 27千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 2千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 9千ﾄﾝ 土砂 0.5% 0千ﾄﾝ

処理 金属くず 4千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 29千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 55千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 0千ﾄﾝ

2千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
3千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 29千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 3千ﾄﾝ

51千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
16千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
29千ﾄﾝ 金属くず 4千ﾄﾝ
4千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 3千ﾄﾝ
1千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 2千ﾄﾝ
1千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 4千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 0千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 0千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 1千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 0千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 0千ﾄﾝ 土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 1千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 1千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 1千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 55千ﾄﾝ 合計 - 55千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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日向灘北部地震（津波倒壊含む）
日向・入郷ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 1,063千ﾄﾝ 可燃物 191千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 191千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 132千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 191千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 27千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 553千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 9千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 70千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 1千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 57千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 16千ﾄﾝ

土砂 3.1% 6千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 191千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 1千ﾄﾝ

合計 - 1,063千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 159千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 17千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 5千ﾄﾝ
可燃物 173千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 35千ﾄﾝ 土砂 4.7% 9千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 7千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 139千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 553千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 22千ﾄﾝ

不燃物 222千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 528千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 44千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 177千ﾄﾝ 土砂 0.5% 3千ﾄﾝ

処理 金属くず 70千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 556千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 1,063千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 5千ﾄﾝ

39千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
53千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 556千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 65千ﾄﾝ

979千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
316千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
556千ﾄﾝ 金属くず 71千ﾄﾝ
71千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 57千ﾄﾝ
17千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 40千ﾄﾝ
19千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 71千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 8千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 3千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 21千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 5千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 4千ﾄﾝ 土砂 3.1% 2千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 1千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 17千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 20千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 1千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 19千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 1,063千ﾄﾝ 合計 - 1,063千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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日向灘北部地震（津波倒壊含む）
延岡・西臼杵ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 829千ﾄﾝ 可燃物 149千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 149千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 103千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 149千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 21千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 431千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 7千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 55千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 1千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 45千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 13千ﾄﾝ

土砂 3.1% 5千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 149千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 1千ﾄﾝ

合計 - 829千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 124千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 13千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 4千ﾄﾝ
可燃物 135千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 27千ﾄﾝ 土砂 4.7% 7千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 5千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 108千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 431千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 17千ﾄﾝ

不燃物 173千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 412千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 35千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 138千ﾄﾝ 土砂 0.5% 2千ﾄﾝ

処理 金属くず 55千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 434千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 829千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 4千ﾄﾝ

30千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
41千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 434千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 50千ﾄﾝ

763千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
246千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
434千ﾄﾝ 金属くず 55千ﾄﾝ
55千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 45千ﾄﾝ
13千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 31千ﾄﾝ
15千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 55千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 6千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 2千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 17千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 4千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 3千ﾄﾝ 土砂 3.1% 1千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 1千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 13千ﾄﾝ 津波堆積物 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 15千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 1千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 15千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 829千ﾄﾝ 合計 - 829千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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(4) えびの－小林地震

えびの－小林地震
県全体

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 858千ﾄﾝ 可燃物 154千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 154千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 107千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 154千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 22千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 446千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 7千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 57千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 1千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 46千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 13千ﾄﾝ

土砂 3.1% 5千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 154千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 1千ﾄﾝ

合計 - 858千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 128千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 14千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 4千ﾄﾝ
可燃物 140千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 28千ﾄﾝ 土砂 4.7% 7千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 6千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 112千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 446千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 18千ﾄﾝ

不燃物 179千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 426千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 36千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 143千ﾄﾝ 土砂 0.5% 2千ﾄﾝ

処理 金属くず 57千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 449千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 858千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 4千ﾄﾝ

31千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
43千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 449千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 52千ﾄﾝ

790千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
255千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
449千ﾄﾝ 金属くず 57千ﾄﾝ
57千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 46千ﾄﾝ
14千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 32千ﾄﾝ
15千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 57千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 7千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 2千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 17千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 4千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 3千ﾄﾝ 土砂 3.1% 1千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 1千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 14千ﾄﾝ 土砂 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 16千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 1千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 15千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 858千ﾄﾝ 合計 - 858千ﾄﾝ

焼却量
埋立処分量
再生利用量

土砂系

金属くず

コンクリート

内　セメント原料

柱材、角材
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えびの－小林地震
宮崎・東諸ブロックと西都・児湯ブロックの合計

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 417千ﾄﾝ 可燃物 75千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 75千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 52千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 75千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 11千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 217千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 3千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 28千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 1千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 23千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 6千ﾄﾝ

土砂 3.1% 2千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 75千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 1千ﾄﾝ

合計 - 417千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 62千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 7千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 2千ﾄﾝ
可燃物 68千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 14千ﾄﾝ 土砂 4.7% 4千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 3千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 54千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 217千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 9千ﾄﾝ

不燃物 87千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 207千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 17千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 70千ﾄﾝ 土砂 0.5% 1千ﾄﾝ

処理 金属くず 28千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 218千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 417千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 2千ﾄﾝ

15千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
21千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 218千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 25千ﾄﾝ

384千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
124千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
218千ﾄﾝ 金属くず 28千ﾄﾝ
28千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 23千ﾄﾝ
7千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 16千ﾄﾝ
7千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 28千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 3千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 1千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 8千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 2千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 2千ﾄﾝ 土砂 3.1% 1千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 7千ﾄﾝ 土砂 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 8千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 7千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 417千ﾄﾝ 合計 - 417千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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えびの－小林地震
日南・串間ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 0千ﾄﾝ 可燃物 0千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 0千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 0千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 0千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 0千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 0千ﾄﾝ

土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 0千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 0千ﾄﾝ

合計 - 0千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 0千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 0千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 0千ﾄﾝ
可燃物 0千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 0千ﾄﾝ 土砂 4.7% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 0千ﾄﾝ

不燃物 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 0千ﾄﾝ 土砂 0.5% 0千ﾄﾝ

処理 金属くず 0千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 0千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 0千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 0千ﾄﾝ

0千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 金属くず 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 0千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 0千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 0千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 0千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 0千ﾄﾝ 土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 0千ﾄﾝ 土砂 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 0千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 0千ﾄﾝ 合計 - 0千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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えびの－小林地震
都城・北諸ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 75千ﾄﾝ 可燃物 14千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 14千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 9千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 14千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 2千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 39千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 1千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 5千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 4千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 1千ﾄﾝ

土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 14千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 0千ﾄﾝ

合計 - 75千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 11千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 1千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 0千ﾄﾝ
可燃物 12千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 2千ﾄﾝ 土砂 4.7% 1千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 10千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 39千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 2千ﾄﾝ

不燃物 16千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 37千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 3千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 13千ﾄﾝ 土砂 0.5% 0千ﾄﾝ

処理 金属くず 5千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 39千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 75千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 0千ﾄﾝ

3千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
4千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 39千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 5千ﾄﾝ

69千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
22千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
39千ﾄﾝ 金属くず 5千ﾄﾝ
5千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 4千ﾄﾝ
1千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 3千ﾄﾝ
1千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 5千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 1千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 0千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 2千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 0千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 0千ﾄﾝ 土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 1千ﾄﾝ 土砂 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 1千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 1千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 75千ﾄﾝ 合計 - 75千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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えびの－小林地震
西諸ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 363千ﾄﾝ 可燃物 65千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 65千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 45千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 65千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 9千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 189千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 3千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 24千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 20千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 5千ﾄﾝ

土砂 3.1% 2千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 65千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 0千ﾄﾝ

合計 - 363千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 54千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 6千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 2千ﾄﾝ
可燃物 59千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 12千ﾄﾝ 土砂 4.7% 3千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 2千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 47千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 189千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 8千ﾄﾝ

不燃物 76千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 180千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 15千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 61千ﾄﾝ 土砂 0.5% 1千ﾄﾝ

処理 金属くず 24千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 190千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 363千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 2千ﾄﾝ

13千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
18千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 190千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 22千ﾄﾝ

334千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
108千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
190千ﾄﾝ 金属くず 24千ﾄﾝ
24千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 20千ﾄﾝ
6千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 14千ﾄﾝ
6千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 24千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 3千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 1千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 7千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 2千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 1千ﾄﾝ 土砂 3.1% 1千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 6千ﾄﾝ 土砂 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 7千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 6千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 363千ﾄﾝ 合計 - 363千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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えびの－小林地震
日向・入郷ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 3千ﾄﾝ 可燃物 1千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 1千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 0千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 1千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 0千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 2千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 0千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 0千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 0千ﾄﾝ

土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 1千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 0千ﾄﾝ

合計 - 3千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 0千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 0千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 0千ﾄﾝ
可燃物 0千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 0千ﾄﾝ 土砂 4.7% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 2千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 0千ﾄﾝ

不燃物 1千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 1千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 1千ﾄﾝ 土砂 0.5% 0千ﾄﾝ

処理 金属くず 0千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 2千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 3千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 0千ﾄﾝ

0千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 2千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 0千ﾄﾝ
3千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
1千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
2千ﾄﾝ 金属くず 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 0千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 0千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 0千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 0千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 0千ﾄﾝ 土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 0千ﾄﾝ 土砂 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 0千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 3千ﾄﾝ 合計 - 3千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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えびの－小林地震
延岡・西臼杵ブロック

発生 選別
災害廃棄物発生 災害廃棄物を種類毎に選別
災害廃棄物 0千ﾄﾝ 可燃物 0千ﾄﾝ

可燃物 18.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 0千ﾄﾝ
不燃物 18.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 0千ﾄﾝ
ｺﾝｸﾘｰﾄがら 52.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 0千ﾄﾝ
金属くず 6.6% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ
柱角材 5.4% 0千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 0千ﾄﾝ

土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
土砂 - 0千ﾄﾝ

不燃物 0千ﾄﾝ
可燃物 0.7% 0千ﾄﾝ

合計 - 0千ﾄﾝ 不燃物 83.1% 0千ﾄﾝ
保管 ｺﾝｸﾘｰﾄがら 8.8% 0千ﾄﾝ

廃棄物を処理項目ごとに保管 金属くず 2.5% 0千ﾄﾝ
可燃物 0千ﾄﾝ 柱角材 0.2% 0千ﾄﾝ

焼却量 20.0% 0千ﾄﾝ 土砂 4.7% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 4.0% 0千ﾄﾝ

不燃物 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 95.5% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 0千ﾄﾝ 土砂 0.5% 0千ﾄﾝ

処理 金属くず 0千ﾄﾝ
焼却・埋立・再生利用 コンクリートがら 0千ﾄﾝ 可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
合計 0千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 7.8% 0千ﾄﾝ

0千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 0.0% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 92.0% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 土砂 0.2% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 金属くず 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 埋立処分量 0.0% 0千ﾄﾝ 可燃物 69.1% 0千ﾄﾝ
0千ﾄﾝ 再生利用量 100.0% 0千ﾄﾝ 不燃物 14.1% 0千ﾄﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.6% 0千ﾄﾝ
金属くず 0.7% 0千ﾄﾝ

柱角材 0千ﾄﾝ 柱角材 8.4% 0千ﾄﾝ
焼却量 20.0% 0千ﾄﾝ 土砂 3.1% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 20.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 80.0% 0千ﾄﾝ 土砂 0千ﾄﾝ

可燃物 0.0% 0千ﾄﾝ
不燃物 7.6% 0千ﾄﾝ

土砂 0千ﾄﾝ ｺﾝｸﾘｰﾄがら 4.1% 0千ﾄﾝ
焼却量 0.0% 0千ﾄﾝ 金属くず 0.0% 0千ﾄﾝ
埋立処分量 5.0% 0千ﾄﾝ 柱角材 0.0% 0千ﾄﾝ
再生利用量 95.0% 0千ﾄﾝ 土砂 88.3% 0千ﾄﾝ

合計 - 0千ﾄﾝ 合計 - 0千ﾄﾝ

金属くず

柱材、角材

土砂系

焼却量
埋立処分量
再生利用量

内　セメント原料

コンクリート
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３ 災害時における一般廃棄物の収集運搬等に関する協定書
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４ 災害時における廃棄物の処理等に関する協定書
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5 災害時における被災した建築物等の解体撤去等に関する協定書



- 116 -



- 117 -



- 118 -



- 119 -



- 120 -

６ 廃棄物処理に係る危機事象対応（マニュアル）

(1) 市町村等における一般廃棄物処理に係る危機事象対応（マニュアル）
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160062
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(2) 産業廃棄物処理に係る危機事象対応（マニュアル）
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７ 収集運搬処分の実例（委託契約）

一般廃棄物（災害廃棄物）収集運搬処分委託契約書

委託者：益城町（以下「甲」という。）と、受託者：１１１１１（以下「乙」とい

う。）は、甲の指定場所から排出される一般廃棄物の収集・運搬・処分に関して次の

とおり契約を締結する。

第１条（目的）

この契約は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下「法」という。）並

びに関係法令に従い一般廃棄物を適正に処理することによって生活環境の保全

と公衆衛生の向上を図ることを目的とする。

第２条（委託関係）

１．（委託業務）

甲は、一般廃棄物の収集・運搬・処分業務を乙に委託する。

２．（許可証）

乙は、この契約締結後遅滞なくその業務につき監督官庁の許可証の写しを甲

に提出するものとする。後日許可事項を変更したときも同様とする。

３．（運搬及び処分の完了報告）

二次仮置場、処分先への運搬及び処分の完了報告の方法は、日報及び乙から

甲への計量伝票の返送によるものとする。

４．（委託品目及び品目単価）

甲が、乙に対し収集・運搬・処分を委託する品目は、法第２条に規定する一

般廃棄物のうち別紙見積書の品目とし、併せて品目単価も別紙見積書のとおり

とする。

５．（運搬先）

乙は、甲から委託された一般廃棄物を処分のために次に運搬するものとする。

（１）二次仮置場

（２）処分先

※名称及び住所は、別紙のとおり。
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６．（再委託の有無について）

この契約は、熊本地震の災害廃棄物を緊急に処理するため締結するものであ

るため当該契約に限り、乙は、甲から委託された一般廃棄物（災害廃棄物）の

収集・運搬業務を別紙再委託者に委託することができる。

第３条（義務と責任）

１．（甲）

（１）甲は、乙に対し収集・運搬・処分を委託する一般廃棄物の種類、発生工

程、性状（形状、成分、有害物の有無、臭気）荷姿及び排出数量を予め通

知しておかなければならない。

（２）甲は、特定の一般廃棄物（燃え殻、汚泥、鉱さい、ばいじん、一般廃棄

物を処分するため処理したもの）については、公的検査機関又は環境計量

証明事業者にて「一般廃棄物に含まれる金属等の検定方法（環境庁告示第

１３号）による試験を行い、分析証明書を乙に告知しなければならない。

（３）甲は、有害な一般廃棄物である旨並びに有害物質ごとに区分した一般廃

棄物の種類及び数量を文書により告知しなければならない。

（４）甲は、収集・運搬・処分を委託する一般廃棄物に有害な化学反応を起こ

させる他の物質を混入してはならない。万一混入したため委託を受けた業

務に重大な支障を生じ、または生ずる恐れのある場合には、その当事者は

委託物の取引を拒むことができる。それにより損害が生じたときは、その

賠償の責にも任ずるものとする。

２．（乙）

（１）乙は、法令及びこの契約に従い、誠実に収集・運搬・処分を履行するほ

か交通法則を遵守し、事故防止に努めなければならない。

（２）乙は、甲の指定場所で収集・運搬積降作業を行う際には、甲の諸規則を

遵守し、当該指定場所の責任者の指示に従い、施設の損壊や労働災害を起

こさないよう十分に注意しなければならない。

（３）収集・運搬及び積降作業の際に発生する事故については、事故の原因が

甲の責に帰すべき場合を除き乙が責任を負担するものとする。

第４条（委託料・消費税の支払い）

１．甲の委託する一般廃棄物の収集・運搬・処分に関する委託料は別紙（見積

書）で定めたとおりとする。

２．委託料の額が、経済情勢の変化等により不相当となったときは、甲乙

の協議によりこれを改定することができる。
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３．甲の委託する一般廃棄物の収集・運搬・処分についての消費税は甲が負担

する。

４．委託料の額に関する交渉は消費税抜きの額で行い、乙は甲に委託料と消費

税を併せて請求する。

５．代金の支払いは、乙の請求により毎月末日締め翌月の末日までの支払いと

する。

第５条（機密保持）

甲・乙は、この契約に関して業務上知りえた相手方の機密を第三者に漏洩し

てはならない。公表する必要がある場合は、関連する相手方の文書による許諾

を必要とする。

第６条（契約の解除）

甲・乙は、相手方が次のいずれかに該当するときは、この契約を解除するこ

とができる。

（１）この契約の各条項のいずれかに違反したとき。

（２）差押え、営業停止、手形不渡り処分等の事態が生じたとき。

（３）監督官庁から営業の取消・停止等の処置を受けたとき。

第７条（協議）

この契約に定めのない事項並びにこの契約の各条項に疑義が生じたときは、

その都度当事者が誠意をもって協議のうえ、これを決定する。

第８条（契約期間）

この契約の有効期間は、平成２８年４月２２日から平成２９年３月３１日まで

とする。

この契約の成立を証するために本書２通を作成し各自１通を保有するものとする。

平成２８年４月２２日

甲： 住所 熊本県上益城郡益城町大字宮園７０２番地

市町村名 益城町

代表者名 益城町長 西村 博則

乙： 住所 １１１１１１１１１１１１１１１１１１１

会社名 １１１１１１１１１１

代表者名 １１１１１１１１１１
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８ 仮置場管理運営等の実例（委託契約）

(1) 仮置場管理運営

一般廃棄物（災害廃棄物）仮置場管理運営委託契約書

委託者：益城町（以下「甲」という。）と、受託者：１１１１１（以下「乙」とい

う。）は、甲の定める指定場所の管理・運営に関して次のとおり契約を締結する。

第１条（目的）

この契約は、熊本地震により設置した災害廃棄物仮置場の管理・運営を適正に行

うことを目的とする。

第２条（指定場所）

甲の定める指定場所は、次のとおりとする。

・益城町大字福原６９０－１ 益城中央小学校跡地

（別紙地図のとおり）

第３条（業務期間等）

（１）業務期間

平成２８年４月２５日から平成２９年３月３１日までとする。

（２）業務時間

午前８時から午後５時までとする。

ただし、搬入受入業務における受付時間に関しては、甲乙協議のうえ決定する

ものとする。

（３）業務休止日

甲乙協議のうえ、休止日をもうけることができる。

（４）その他

地震発生や台風の接近、気象に関する各種警報等が出された場合など、 業務

の運営に支障が生じると見込まれる場合、甲乙協議のうえ、業務を休止すること

ができる。

第４条（業務内容）

（１）仮置場管理業務

①作業主任者を配置し、業務の管理に努め、また、甲との連絡体制を整えるこ
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と。なお、連絡調整を行う場所は甲が指定する場所とする。

②混合廃棄物、金属類、木くず、家電リサイクル４品目、その他の家電類、コ

ンクリート、瓦、石膏ボード、スレート、プラスチック・ビニール類、畳類、

その他、これらの品目ごとに受入する区画を整備管理すること。

③敷地内に設置されている表示看板や案内看板類の管理を行うこと。

④消火器等の防火設備を設けること。防火水槽を設置する場合には、敷地内の

各種作業の支障とならない場所に設置し、常時、９割以上の高さまで貯水し

ておき、水を使用した場合は速やかに補充すること。

（２）仮置場運営業務（搬入受入業務）

①仮置場内の通路が交差する箇所等に交通誘導員を配置し、搬入・搬出車両、

作業重機の誘導等を行い、特に搬入車両については品目ごとに誘導するもの

とし、場内外の安全を図ること。ただし、出入口を含めた仮置場外の道路上

における交通誘導員等は、甲が配置するものとする。

②スレートについては、破損させないように荷卸し作業の補助を行うこと。

③甲が指定する以外の廃棄物（有害ごみ等）が持ち込まれようとした場合には、

仮置場では受け入れず、甲が指定する通常の排出方法を案内すること。

（３）仮置場運営業務

①周辺作業に配慮し、散水等により廃棄物の飛散、粉塵の発生を抑える措置を

講じること。

②混合廃棄物及び可燃性廃棄物を長期間仮置きせざるを得ない場合には、ガス

抜きのための塩ビ有孔管を設置すること。

③火災発生防止のため、可燃性廃棄物については温度を計測し、摂氏６０℃を

超える箇所があった場合、重機により切り返し等の措置を講じること。

④廃棄物は品目ごとに集積しておくこと。また、重機類を用い各指定区画内に

収まるよう集積整理作業を行うこと。なお、可燃性廃棄物、木くず等は高さ

５ｍ（畳については２ｍ）以上積み上げないようにすること。

⑤石膏ボード及びスレートについては、一日の作業終了後必ずシート等で覆う

こと。

（４）人員、重機類の配置について

上記（１）から（３）の業務に使用する重機、車両、作業員、交通誘導員等の

配置に関しては、別表のとおりとし、数量に関しては必要に応じて配置する。

（５）人員、重機類の数量の変更について

上記（１）から（３）の業務に使用する重機、車両、作業員、交通誘導員等の

数量に関しては、常に稼働率を監視の上、搬入量の大幅な変動など、数量の変更

が必要となった場合、あるいは見込まれる場合、速やかに甲と協議を行い、承認

後、数量の変更を図るものとする。
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（６）作業員等の安全管理について

上記（１）から（３）の業務に従事する作業員や交通誘導員には、安全対策の

ためヘルメット、防塵マスク、長袖の作業服等を着用させること。

第５条（業務報告書類）

（１）本業務に係る月間実績について、作業員、誘導員、車両重機等の稼働状況を

一覧表形式に集計した日報、稼働管理表を作成し、月ごとに報告すること。

（２）業務日ごとに黒板等を用い、作業員、誘導員、車両、重機等の稼働状況を確

認することができる写真を撮影管理し、月ごとに報告すること。

（３）光熱水費、リース料等を集計し、月ごとに報告すること。

（４）可燃性廃棄物の最高温度等を記録した管理表を作成し、月ごとに報告するこ

と。

（５）緊急連絡先を含む安全管理体制図を作成し、甲に提出すること。

（６）報告書の様式に関しては、甲乙協議のうえ、決定するものとする。

（７）提出先は，益城町環境衛生課とする。

第６条（委託料・消費税の支払い）

１ 甲の委託する指定場所の管理・運営に関する委託料は、報告に基づく光熱水費、

リース料等の実費に８％の諸経費を加えた額とする。

２ 委託料の額が、経済情勢の変化等により不相当となったときは、甲乙 の

協議によりこれを改定することができる。

３ 委託料に係る消費税は甲が負担する。

４ 委託料の額に関する交渉は消費税抜きの額で行い、乙は甲に委託料と消 費税

を併せて請求する。

５ 代金の支払いは、乙の請求により毎月末日締め翌月の末日までの支払い とす

る。

第７条（機密保持）

甲・乙は、この契約に関して業務上知りえた相手方の機密を第三者に漏洩して

はならない。公表する必要がある場合は、関連する相手方の文書による許諾を必

要とする。

第８条（契約の解除）

甲・乙は、相手方が次のいずれかに該当するときは、この契約を解除すること

ができる。

（１）この契約の各条項のいずれかに違反したとき。
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（２）差押え、営業停止、手形不渡り処分等の事態が生じたとき。

（３）監督官庁から営業の取消・停止等の処置を受けたとき。

第９条（協議）

この契約に定めのない事項並びにこの契約の各条項に疑義が生じたときは、その

都度当事者が誠意をもって協議のうえ、これを決定する。

この契約の成立を証するために本書２通を作成し、各自１通を保有するものとす

る。

平成２８年４月２２日

甲： 住所 熊本県上益城郡益城町大字宮園７０２番地

市町村名 益城町

代表者名 益城町長 西村 博則

乙： 住所 １１１１１１１１１１１１１１１１１１１

会社名 １１１１１１１１１１

代表者名 １１１１１１１１１１
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別紙

名称 形態 主な業務内容，使用目的

普通作業員 常駐 全体管理，益城町との連絡調整，搬入受

入業務，場内整備作業等

交通誘導員（B） 常駐 搬入車両の誘導

作業車両，重機等の誘導

バックホウ運転 常備 廃棄物の搬入受入，管理等

４トン散水車 必要に応じ 廃棄物，通路等からの粉塵等の飛散防止

作業

防火設備 常設 消火器等

事務所 必要に応じ 管理用及び事務処理用

トイレ 常設 作業従事者用及び来客用

休憩所 必要に応じ 作業従事者用

発電機 必要に応じ 事務所等への電力供給用

※重機台数や作業員の数量は，仮置場の広さや廃棄物の量から設定する。

別紙

【仮置き場の地図】

別紙

【仮置き場の配置図】
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(2) 交通誘導警備
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